
隼 6を 1,3号 0■巻45号 )・ 昭和271r2月 101]|:|]刷 ・nf`和 2rキ 3月 1 ll発 行1毎 月
昭和24年 ■月`1:ミ 第3紳郵便物認可・昭■:24年 1月 5[Iユ織綺特別11小 ,認雑誌第

11■ 発行 )
9・ :バ  ::

χ
b

　ヽ
　
ル

，

”

―

で

ｒ

　

・嵐

・
ヽ
　
，
―

●

，

｀
ヽ
ヽ 、ヽ

―
こ
Ｉ

ｐ
ｌ

●

書璽其魔曲旬
‐

新 発声 :
装 置  :

´・  ‐   .・           鮭

I'.‐ =,・
‐ ―■| ・ _|_「 |_  ・  厭

=  ‐ ■‐ 1・ _■
‐・ l'1 1~. ■. .  S

鈴木電機株式会社
=`|,  ,,y , 0

●力
｀
,

ヽ

"‐ …｀
'｀ヽヽ

=111:■ FI

ρノ蹴ノ』=グ・

〓
●

―

―
■



４

一

９

一

１

一

闘

目       次

: 
日本ピクタ…濃奏汚(東京築地)を訪れる

BB(1葛握だより

□筑12

アマ・

ヨ〔私

よい1

C電署
0(口 I

(I114

〇今月

′t「1調

超

Otん

戎
|′

○スピ

夕

0〔まキ
表 紙 解 講

篤鍼は高周波峨幅なL_,中 間周波峨

幡 2段,■FO,ANL,低周波増幅 2段

0通信型受信機つプャーン…下を窟し

たも0である。本機はフ・ラグイプ・コ

イルのため挿込手数つ1願雛になるのを

考えて高峨を省略 してあるため,プ

リ・センクターをモ:『用すれば更にすば

らしい。前職から鮮織な説明を力11えて
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子供 にも老人にも販級 の簡単 為ヽ

スイッチ爾調 と

バ:.メ圃≫圃調
竜纏ψ齢鵜せな

写駄汎…パ・麹

の 鵞%イ籐
`み

家庭用のラジオを作ると乱 取扱いが簡軍であるという事は重要な條件のひとつです。この

目的のためにブッシュ・ボタン同調のラジオがあります。しかしブッシュ。ボタンの機構がよほ
どよく出来たものでないと故障の原因となり,叉現在のところかなり高質です。それでこ でゞ
はプッシュ・ボタンの代りに周波数切換スイッチとパディング・

=:ン
デンサーを組合わせてみ

ました。叉切換スイッチの一組の接黙をバリコン用としてあるので,BCバンドの任意の局も
受信出来ます。

f[,尋   作

回 遷各
:■

'い
ては創 t■ かオ)つ た難itiな く,

い取ち で
'馬

Fi敷贅換,(1lDtiが中円周it

筆■、 1,Zl)〕 13,ヽ ■棺波,「11賞 (1飾1,`12が ,Ilプ」管・
S● 131( ■1::喜 :ずit, AV●1{ま tlDll liままナル.り ■`■`、〕i:II―。
■た .1雪・う●`1‐―l■■|ヽ ■ZDIF,ヽ ti)・ .・ 1/_1.1■ 不ガフ

‐

ズ
'~'1・
―ド':ッ :′ 七淑 十、■|■,向 11を はかヽ :,ま し

'1■ 1ピ ■・ 1｀F~ド回帰う パニ・ ■:ン に 1叩μFが入つて
■` i:=■
‐

「

・青:―■}● 1.うを情つたから■ 11卜」喜μFで
_1  ~」 1 、|:'i.

0と十ることがIl■ます。初めてラジォを作つた人が出
ギ上つて↓鳴らな 1ヽ、た云ぅ原因:■ ,誤蒲:謙ょり,1,‐ 不良部
品社よる事が多いことからでも,｀いかに組立前のテスト

が大鶴でもるう・■
'1わ
か ,,ます。

本繊は切換
=、
fッ ■とSつのパデイング・コンデンナ

ー0ために少し大き|ヨ 0'‐●―シ主・用t,て下さい。 ,́くデ
インダ。‐ンデ

=■

サーt,γ )‐テナ側‐と局部疑振側とにわ

けて上手に配置しま十ёそし.てこの演餃はあらかじめ受
信しようとする川渋敷t■合わせておきます (第 1芸参照)。
;私はJ(1'Al(1500kc),.T(1)ABC'511'1,t). ・](1)I(It(H30{0),

I●QR(1311kc)をス rッ チ同調で受信するように設計し
ましたがこれは作・`3人によつて異なることは勿論です。
スイッチからパデイングに至る繰は不要な結合でも,t通さ

ない限 1,f3,ゃ り1111組費に考える必要はありません。
シヤー rゞO上に部品をならべてレイ。アゥトがきまつ
たら部品つ]l'付です。最初にバ 1'コ ンに無理力` )ヽ らゝず

回1鶴がスニースである事をたしかめてから パワー・ ト

ランス,IFT, ソケット,ヶ ミコゾ,コ ィル等を販付け
ます。21要なリード線はあらかしめ′ヽン・ダ付をしてぉく
こと, ソケットや IFTの向きに注意し,信猫回路が最
優距雄であるように工夫します。主な部品の顕付が緯つ

たら,ず It t便 利と思わねるところに太い錫7 1fFl緩 :でアー

ス線を張i10ます。但しハング付0き くジヤーシーならば
その必要はありません。

驚線は電源部からはじめます。攻に低周波:中期周波,
高周波部と

'薩

んでゆきます。ボリェームのところ|まシー

.:1サ
:■ニゴ〔を

~■ :部品を■うとさl■は鷲用らあるメー

t― の :l:Dt‐■うよ・キ::■ し‐■下さい。ダィャ,1、 メリコ

ン. =if｀ 1ltメ ー■,一 .;.:1夕こしてヽ、、を■■)っ、おりまづ
‐か

年  1 表    ::)、 そ11を ,1う とダ・f
ヤ i´ 日盛t ttl「 :二合わ

せることが出
‐
1'=す。

私は (・LDゥ t①,ズ
Fャ

`1・はナ 、ョー,ノ〈

::=:|よヤ″ナ, コイ

1`はゼ
=セ
ンを使 ほヽ

した。

組立 (■人る前■部品

のテス 1、 を行います。

これ :こ よつて組立が終

つたら ″必ず鳴る″も

=「

く牧11 1

505～ 鋤Okc

axD～ lII,kc

γ渤-12∞,c

」100ヽ 16001【●

ANT● ()sc

2

・1 3

5 5

つ デヾ iン グ ')デ ンサ
ーはゼンセン製で

2●]ヽ■ttl,い な0)
灘:・  じ
“
・ま il大機 01′′寒を示した もので
二 ll最 1・字量は弱薇のスプリング作

'I:rl III何

二ヽよつてよムな 0事力=あ り,
■安定´ある0で最 も綿め付けた位
置でH再 ,6ょ ぅに

=J根
ら枚数を加

さ1:し たし,或は固定ヨンデンサーを
■短|:`、れたりする必要ヽあります
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第 1圏   率
ルド諄む使つた方浄撫 難です。高周波o大スIさ/はその

ソケットの近 rでア・―スt■落します。通書な個所にテグ

板t‐慶翌 lンで手際よく,■‐l.つかりと配線しま十。す
タコン中′ヽング付にはリードを成る可 (長くして,未早

くやるような■して下さい。こテ111■憮熱:■ ようてチ々コン

の性緯ボ
`な
化するのを防ぐためです。

日調部ではパ t'コ ンをスイッ■の接電側it入れる0で

'イ
,1.Dダ :jッ ド端子はパリ・ プttに直接 1つなボ |ませ

んので 1:― ド凛を二本シ
′ヽ′‐―シーの葉 :こ III L「

`た
く必要

,グ犠,|「iヤ.1月換スイッ■をlF付ける前二は少し兵め・り

Ⅲ…lヽ場 を各

'■
1■ '｀ ンダ付をします。こ,■にハンダゴ

テのス1ヽない場所であるからです。
'‐
fソ 千セ票 i、まけて

から,1‐i― ム計で各位置でどのょぅit接鵠十二,oかをた

しかめキがらパデイ )′グ・コン
′ずンサ ~tこ '｀ :/ダ付なし,

更|■そぅ十ぐゎき[■ AI(,.ヽ B等 と鍛筆モル、す|〔おきま

黒I与   イ〔翁
全部の度脚 準鱒 ,誤のないうit,B十 回路がγ―スに

落ちていな 、ヽことを確めてから,に雛 を抜いたま 電ヽ

源を入れます。そしてパヮー・ トラ:ノス
″蠅 難を測

'表
1この値であるかをしらべます。次に整流管を降く他01

本のit空管をさしヒータ…0職火01いt態をみます。今度

はテスク・―t Dti500Vン ノジにして 80BIヽF`,カ ソー

ドにもて お`きなが:ら'81BIむ
さしま■
‐
。 ヒ…●―,ケi■ 1・イなる

と日は■タス'々・―
`ひ
1旨 t十がスー

ンと
=ifギ
位_ti11し て醸上十れ

1‐1 1l lil蜂 1_11童陣{‐1ない,(11=て

よいて 1_よ う。|:i li「 11・■・ 1■
‐
く
‐

1、■鍾空管をさし、i【l漂七たIiろ

ら∞V

=(InA

の 配 隷 団

tR十 が7-■ 1_ていたため:=鎮空管やパ1'―・ トラ

:■ 7を高めること,:ム みますから注意して下さい。

,た :■各颯空管今TIt優 ,1璧七レンデを間違
…

いように

注意しながら‐ェ・)● しまキ。大機国綸覆:■ 1.::こ 入ヒても

る,ど :■■二(サ lliゴ J〔 1.、■1しよ
il。 li tDフ・レー :・ 1,ス

′・1'―

ゴ・ク'1,ブ lユ1,」 1)」ヽ
ア
位で鶴

=1し
ている●で、 パ 1…'ス

III¬t値ゃ負荷二抗値 t少 1_11封 ,る 0で十が私はそ0ま

■用ぃました。 3ZI)H3A tllク
・llッ ド|■葺1を■■1で '・一

ッt‐た■、.警が ,[:キ lば■ず仁 }]波以後は `~'Itと
ムてよい

て 1´ょ
'|。
Pじ .Dil,方 11■ レロードなかけて、こ:itをた

L力・めなメ :｀, 1ふ ■」‐らところで しよう。 1:=模 1■ li

P:I′ _,切換方|」●liィえて∴,1)ませんから, レコードtrき

rょ ぅI■_t.==ぃ
1、ょ,こ●■彎きたメ:置を付tナて

~下
さい。

.Iム

●場合はレ,― ||七鳴ら十こともlil■ iる と`.ヽ う苺tう も

のであるためF-1‐ :!を付けるだけに止らました。

IFTの静厨事笙
第 2回つよう1■ 111カ i、 FI● ス́0爾端:こ ACllヽ

‐
(2.5ヽ
1

カ,iVで もよ1「■レ■,→ .'テ ス ・々―を入れャキ。 42‐プ

レ‐―卜とア・‐・、rD円 :■ ■rl■時は 1■ lμI'(・らい0コ /ヽ

デ
=プ
サーも1・ 11・111■ t_「″|:I流を■′Iら '■ く

・√はな■まヽせた。

Aヽマ 回路をγ‐―■t,11｀ V(・う0層部費振 t止めておき

ま十。テス トす‐:・ こ′す―を 1¨kc ttし てらDう oダ l,

ゥ:(■ 1、キ). メー‐″―●:諄:t,■1大 .■なるょぅtt IFT,

1牟 ]固   IFT=シ 千「11:｀ 要
`贅
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の トリマー或ほオキサィドコァ_を調整し

ます。そしてメーターの振彙は 2ヽイをこえ

ないようttオ ッシンイーのアッテネーター

で出力をt´ 11=,,な るべ〈小さい範国で調

整して
～
ドさいo I「T,● itti終う11ヽ女1)た ら、

テムト:オ ッ、■レターをつなぎかえて 6ヽVt]む

の羊三グ 1'ッ ド1■移しIIぜ1を調:避 trま す。

中心周波数が合つたらテス :ヽ 十ッシレター

のダイヤルを左右1■動かしてノヽ ■l、 パ゙
=、
特

性を見ます。土うk● 饉よ調でメーター●振れ

がほとんど零1■ もど淑ばよいでし.よ ぅ。

IFT(ょ メーヵ―ルt自l壼:こ誹1整してEI Iメご

おりますから,西琺 ウ害 itを補償十る程度

に少し動かせばよいと思います。ことに十

ッ3/ン ターを持たなヽヽ人はあtl廻十事ほ
いけませた。

|ア ンテナ及び変I面II

路の調 1:等

Iおよ数贅換滞tiまず夢振がバリ「I,´つ蚤

籍騒二

'■

こⅢてiもせであることをたこかめ

ま十。と,1)、ま豪‐振 r:リ ッド・ 1,一 F′二:itれ

る電流を重Iみ,401lμ  Aへ .`||″ .ヽ「 :ら よいで

しよう。

スエアス iヽ
。十ッ

=―

レF一 t■ ズミーァン

テナなつけてセット・)ア )″テナ端子1■うな

胃
i

l

,K

1(R

[IR

了 =====r‐ ・ ■.:凛 1‐r      ・‐ ・ ′ [´ ,1

ヽ一 ず 轡 1 1

トラ

i:う に

_｀〔:韓

f‐'ス

=`,ま
Iプ ー

〔よ うヽ

,をた

壌:■ 1よ

|「をき

。ヽ私

壁0も

t2.5ヽ'

tイDフ・

)ヨ ン

とん。

ておき

つグ リ

IFT・

F ‐11,

1 1,1

:社ギ!」 ギ

'|―

′′

[
|~ lrT

l: :l

６
ヽ

]■・ヘ 7-ス ,線

ぎます。■
=Lて
■,ン レイー側を■:■調整 槍|

L_■:十.低 1.ザj、 ;Ⅲ ,1(1、 むパテイシ/グ・コン′ ス
イ
´

デンサーてれ■せ,i■ iい方 1‐110kcで
|、

ll :ソ
→=

マー|)調整 til.ヽ ます。そして 1・ 1● L● で 
´

■3
.1,´

0獣様tた |_■ めヽ｀ます。日率が合
'1こ
ら1■れにア :プテナ

供特t台 1,せ ま:―。|11野 (1■ 1■嘔■:,10,~101●,,110● k。 と三警i

を選ザ・き
=11粋
‐
'ご
ちら鯉な・′、れて i感雪が

~1■

=よ
うニ

●11し ま‐:~。 こ11で 1・ ラッキ :′ ■・は1:ム れて十■:II=|'た方

1l11■ バブ」:/0イ鷺長irt,サ〕
=こ
il:|::1■;i_よ うボ,

初歩ず 、はや:1,11■ 方ヽ:l■lt,で しよう。

娠lイジレ
011d端子

バリコン

攻:■ ス f,・
'同
調つ調整です。まず ‐tデ・

/″同調にし

て,パデイ:/グつ甕1振側を廻して希望つ局 (弘の場合は
J(:)AKて ,十 )1■合わ■卜ま→―.:人にア/テ ブヽま

'リ

ウ
,′
デヾイン

グ・ヨじ′デンサーも同様:二調整します。そして ,(1・ ゾ

同調 と同様に受館出 11ることをたし
'も
てから,Sを

=た

｀と理し順十調整してゆきます。これには l、 ラッキ t′

ダなどというやつかいな {,のはふりませんつ■,.簡撃で
す。但し第 1ブわ 離れもあ 4,ますようど1なるべ 1締めた
ところで受信IJ:i:‐るよぅ:11することがt大 1,■十。

なお,サ :'十が地つ電気機械から性苦場

“

'手けるこ

とが:'(な :ウ

ー111た二)で ,11:江 ilヽ ラ:・ ~Ⅲわ一
~′

:伸 11■ ラ_f
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